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躍進
薩
摩
川
内
市　

   

体
育
協
会

　

市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
か
ら
、

今
回
は
薩
摩
川
内
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
を
紹
介
し
ま
す
。

【
沿
革
】

◎
誕
生
期

　

川
内
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
正
式
に

誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
５
年（
１

９
３
０
年
）の
こ
と
で
し
た
。

　

旧
制
川
内
中
学
校（
現 

川
内
高

校
）で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

創
設
さ
れ
、
初
代
主
将
の
山や

ま
ぐ
ち
か
ん

口
貫

十じ
ゅ

氏
を
は
じ
め
、
押お

し

野の

慶よ
し
ま
ろ麿

氏
、

春は
る
ぞ
の
み
の
る

園
實
氏
、
吉よ

し

田だ

正ま
さ
ゆ
き孝

氏
、
笹さ

さ
や
ま山

幸か
ず
と
し俊

氏（
元 

神
戸
市
長
）ら
に
よ
っ

て
黄
金
期
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し

た
。
昭
和
17
年
ま
で
明
治
神
宮
大

会（
現 

国
民
体
育
大
会
）へ
の
連

続
出
場
を
果
た
し
、
一
気
に
注
目

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

◎
創
設
期

　

戦
後
の
昭
和
21
年
５
月
に
、
押

野
氏
を
中
心
に
高た

か

味み

三さ
ぶ
ろ
う郎

氏
、
吉

田
氏
で
川
内
籠ろ

う
き
ゅ
う球

連
盟
を
設
立
し
、

翌
年
に
は
、
第
１
回
川
内
籠
球
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

旧
川
内
高
等
女
学
校
校
庭（
現

日
本
た
ば
こ
産
業
跡
地
）を
会
場

に
、
同
校
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た

久ひ
さ
ど
め
か
げ
と
し

留
影
利
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
大

会
の
基
盤
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
屋
外
用
ゴ
ー
ル
を
川

内
高
校
か
ら
担
い
で
運
ぶ
な
ど
し

て
、
試
合
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
も
昨
年
で
68
回
を
迎

え
、
中
学
校
や
高
校
の
新
人
大
会

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
九
州

各
地
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

◎
黄
金
期

　

昭
和
28
年
か
ら
川
内
高
校
の
女

子
が
６
回
、
同
校
男
子
が
２
回
県

大
会
を
制
覇
し
、
川
内
商
工
高
校

の
男
子
も
昭
和
38
年
か
ら
６
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
の
鹿
児
島
国
体
の
開

催
前
か
ら
更
な
る
強
化
を
図
っ
た

こ
と
で
、
川
内
北
中
学
校
、
川

内
西
中
学
校（
現 

川
内
中
央
中
学

校
）の
男
女
が
県
下
で
連
続
優
勝

し
、
そ
の
勢
い
に
乗
る
形
で
、
川

内
高
校
・
川
内
実
業
高
校（
現 

れ

い
め
い
高
校
）、
閉
校
し
た
川
内

純
心
女
子
高
校
な
ど
、
市
内
の
高

校
チ
ー
ム
も
連
覇
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

国
体
終
了
後
は
、
中な

か
み
つ
た
み

満
民
雄お

氏
、

辻つ
じ
は
ら
し
げ
は
る

原
繁
治
氏
を
中
心
に
小
学
生
の

強
化
を
図
り
、
亀
山
小
学
校
、
平

佐
西
小
学
校
、
育
英
小
学
校
の
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が

県
代
表
と
し
て
、
幾
度
と
な
く
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
の
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
・
24
年
に
は
川

内
高
校（
男
子
）が
全
国
ベ
ス
ト
16

に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
れ
い
め

い
高
校（
男
子
）も
再
び
台
頭
し
て

い
ま
す
。

　

社
会
人
の
部
で
は
、
男
子
チ
ー

ム
が
昭
和
51
年
か
ら
12
回
連
続
で

県
民
体
育
大
会
や
県
内
の
各
種
大

会
を
制
覇
し
て
お
り
、
国
体
に
も

多
く
の
選
手
を
輩
出
し
続
け
て
い

ま
す
。
女
子
チ
ー
ム
も
県
民
体
育

大
会
で
、
幾
度
と
な
く
優
勝
し
、

実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
へ
の
熱
心
な
指

導
が
功
を
奏
し
、｢

バ
ス
ケ
ッ
ト

の
ま
ち 

川
内｣

の
伝
統
を
引
き
継

い
で
い
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

が
主
導
し
、
本
年
10
月
に
は
プ
ロ

リ
ー
グ
が
開
幕
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
目
指
す

べ
き
大
き
な
目
標
が
出
来
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
競
技
人
口
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
市
的
な
強
化
策
を
図
り
な
が
ら
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
は
協
会
設
立
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
一
同
心
を

新
た
に
し
、
本
協
会
の
組
織
拡
充

を
図
り
な
が
ら
、
平
成
32
年
開
催

の
鹿
児
島
国
体
に
多
く
の
選
手
が

出
場
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
競

技
力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
役
員
・
問
合
先
】

▼
会　

長　

齊さ
い
と
う藤

司し

朗ろ
う

▼
副
会
長　

時と
き
よ
し
よ
う
ぞ
う

吉
洋
三

　
　

〃　
　

田た

な

べ

や

辺
屋
勝か

つ
も
り森

▼
理
事
長　

笠か
さ

毛も

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

０
９
０（
７
３
４
０
）１
０
５
７

【バスケット教室】

【平成27年度県民体育大会優勝】

【九州クラブ選手権大会】

　

｢

薩
摩
川
内
市
企
業
連
携
協
議
会｣

は
、

市
内
の
企
業
の
連
携
を
強
化
し
、
企
業
間

お
よ
び
産
学
官
金
の
交
流
促
進
、
市
経
済

の
発
展
、
雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、平
成
25
年
11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

｢

薩
摩
川
内
市
に
い
て
良
か
っ
た
！
来
て
良

か
っ
た
！｣

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
本
市

で
活
躍
す
る
同
協
議
会
の
会
員
企
業
を
隔
月

（
奇
数
月
）で
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
弾
は
、
同
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

  

協
議
会
の
主
な
取
り
組
み

■
ス
マ
コ
ミ
ラ
イ
ト
の
開
発
・
製
造

　

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
備
え
、
電
源
が

不
要
な
独
立
電
源
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯｢

ス
マ
コ
ミ
ラ

イ
ト｣

が
、
会
員
企
業
18
社
と
産
学
官
の
連
携

で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

外
観
基
本
デ
ザ
イ
ン
を
川
内
商
工
高
校
イ

ン
テ
リ
ア
科
の
生
徒
が
、
制
御
装
置
の
回
路

設
計
を
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
川
内
が
担
当
し
、

各
部
品
を
市
内
企
業
が
製
造
・
調
達
し
て
完
成

し
た
製
品
で
す
。
現
在
、
市
内
外
に
１
４
７

基
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
学
校
と
企
業
の
情
報
交
換
会

　

市
内
で
の
就
業
機
会
の
創
出
と
地
元
企
業

の
人
材
確
保
、
雇
用
拡
大
・
就
業
率
の
ア
ッ
プ

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に

行
わ
れ
た
情
報
交
換
会
に
は
、
近
隣
市
町
の

大
学
・
高
校
か
ら
13
校
、
会
員
企
業
20
社
が
参

加
し
、
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
企
業
見
学
会（
学
校
対
象
）

　

学
校
の
進
路
指
導
、
就
職
担
当
者
を
対
象

に
、
市
内
企
業
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
事

業
内
容
、
製
品
、
職
場
環
境
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
学
生
の
進
路
指
導

な
ど
の
参
考
と
し
、
市
内
で
の
就
業
機
会
の

創
出
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
昨
年
11
月

の
企
業
見
学
会
に
は
、
近
隣
市
町
の
大
学
や

高
校
か
ら
10
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｒ
活
動

　

毎
週
木
曜
日
18
時
か
ら
、
Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
せ

ん
だ
い
の｢

企
業
の
チ
カ
ラ　

メ
イ
ド
イ
ン
薩

摩
川
内｣

で
、
会
員
企
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
市
内
企
業
訪
問

　

会
長
と
事
務
局
が
会
員
企
業
を
訪
問
し
、

現
況
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
協
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

　

会
員
企
業
向
け
に
、
国
・
県
・
関
係
機
関
な

ど
の
情
報
を
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
随
時
配

信
し
て
い
ま
す
。

  

協
議
会
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

【
会
長
】

田
中
博（
㈱
岡
野
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
代
表
取

締
役
社
長
）

【
会
員
数
】

市
内
企
業
１
３
２
社（
平
成
28
年
４
月
８
日
現
在
）

【
協
議
会
の
主
な
メ
ン
バ
ー
】

■�

会
員
＝
市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
り
、
本

協
議
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
企
業

■�

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＝
県
産
業
立
地
課
、（
公
財
）

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■�

協
力
団
体
＝
川
内
商
工
会
議
所
、
薩
摩
川

内
市
商
工
会
、
薩
摩
川
内
市
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
、
薩
摩
川
内
市

■�

関
係
団
体
＝
か
ご
し
ま
貿
易
振
興
協
会
、

川
内
市
金
融
団
三
水
会
、
㈱
日
本
政
策
金

融
公
庫
川
内
支
店
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内
、

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
川
内
、
鹿
児
島
純
心

女
子
大
学
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
、
川
内
商
工
高
校
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